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し
且
つ
低
俗
の
あ
る
総
論
と
い
ふ
も
の
は
生
物
箪
上
に
名
改
善
せ
し
む
る
佼
を
な
す
が
も
の
で
あ
る
ら
。

一
般
合
的
に
弘
前
…
る
大
な
る
カ
の
あ
る
も
の
で
あ
る
乙
と
は

γ
ラ
!
の
云
ふ
れ
札
有
名
な
っ
人
は
遊
J
N

戸
時
に
於
て
の
み

f

コ
Y

ア
l
ド、

4
7
Y

グ
阻
ん
が
最
屯
傍
潔
に
曲
目
び
現
し
て
局
一
会
き
人
間
で
あ
る
L

と
い
ふ
山
一
一
口
葉
は
設
に
始
め
て
生
物
怒

る
o
'
却

も

日

く

一

的

の

意

義

を

帯

び

て

来

る

o

吋
人
間
の
英
国
民
な
活
動
行
潟
は
多
少
一
方
に
侃
し
北
性
一
以
上
は
グ
ロ
ウ
ス
氏
の
保
つ
校
生
物
皐
上
の
見
地
か
ら
，

質
を
有
し
て
ゐ
る
は
の
で
あ
る
。
誕
生
活
以
ジ
ブ
ー
が
一
見
大
遊
戯
説
ム
で
あ
る
。
而
し
て
今
日
の
蕗
此
れ
よ
か
包
括

美
的
数
宵
を
論
b
文
書
簡
に
い
ふ
大
遜
'
り
仕
事
と
戚
盛
一
一
的
な
説
明
を
聴
か
ぬ
。

的
快
楽
と
の
深
沈
で
あ
る
。
人
間
の
職
業
に
於
て
は
一
一
最
後
に
滋
戯
を
必
理
阜
、
枇
合
唱
、
滋
育
率
上
が
ら
目
見

般
に
粉
紳
カ
の
戒
積
の
対
も
の
の
?
ゆ
が
期
び
ら
れ
随
て
一
一
る
の
が
℃
興
味
が
み
ら
う
。
特
に
美
俸
と
は
関
係
が
深
い
か

方
に
偏
し
て
ゐ
る
。
幾
多
の
戚
情
は
之
れ
を
援
躍
し
試
一
ら
別
に
之
を
論
ヂ
る
乙
と
と
し
ゃ
う
。
設
に
…

J

Z

り
る
の
機
舎
な
く
徒
ら
に
胸
底
に
溜
め
ら
れ
て
ゐ
る
o

一
捌
く
(
完
)

一
一
生
源
的
説
明
」
の
零
の
重
な
る
毘
制
限

故
に
若
し
惑
術
の
み
る
あ
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て

此

機

積

せ

る

戚

情

に

刺
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写
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円
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設
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・
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以
て
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緩
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っ
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一
回
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O
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な
ら
ば
其
の
入
獄
仁
不
治
・
な
る
結
果
を
節
ら
ず
ア
γ
と
紘
一
同
ノ
六
、
速
版
。
遊
戯
o

吉
宗
し
て
明
瞭
で
あ
る

0
3
拘
れ
ば
棄
仰
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人
間
が
仮
一

M
M
U
偏
見
腕
…

γ
訓
M
M入る

I

り
仁
自
己
を
詐
よ
ツ
て
(
意
識
的
自
己
幻
想
)
自
己
及
他
一
同
十
四
「
興
習
志
れ
」
の
下
に
つ
忙
し
を
入
る

@
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入
念
鶏
し
ま
し
め
る
然
に
人
間
に
具
っ
て
ゐ
る
能
カ
で
閉
会
二
段
十
九
撃
の
様
!
後

回
八
八
y

ご
段
ノ
一
一
不
意
的
を
不
随
意
的
と
ず

あ
る
1

而
し
て
此
自
己
幻
怨
は
人
間
の
直
槻
カ
と
情
緒
一
四
九
O
一
段
ノ
一
五
主
一
嬰

JPG
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扱
く
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傑
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す
る
乙
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り
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ド
リ
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と
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円
五

各
極
の
科
尊
夫
れ
/
¥
固
有
の
目
的
を
有
し
特
殊
の
研

7ryω
吋

O
含
)
、
ペ
テ
ル
ス
プ
ル
グ
(
句
作
在
的
ゲ
ミ
色
、
グ
リ
ス

究
鈎
象
白
ら
存
ず
可
じ
よ
」
雌
宅
叉
科
感
・
天
白
憾
の
問
に
於
一
チ
ア
一
一
ア
(
の
ゲ
ユ
呉
川
S
U
)
の
'
加
を
に
怨
倒
ナ
る
時
は
自
が

て
戒
拡
根
本
的
に
戒
は
補
助
的
に
戒
は
直
披
に
或
は
間
接
一
ら
史
的
聯
泌
を
抑
へ
ん
と
し
て
抑
ふ
る
能
以
も
ぜ
る
な

b
、

に
相
関
脇
し
て
瓦
に
其
の
議
議
溢
歩
を
誘
導
促
准
ず
る
の
一
殊
に
個
々
の
地
方
に
閥

ι特
殊
の
掛
究
を
免
3
ん
と
す
る

相
閥
的
作
用
あ

b
、
然
活
此
作
用
あ
る
偽
め
に
各
科
皐
の
一
宅
の
に
取
ム
ツ
て
は
古
を
典
型
的
地
名
を
知
る
は
必
誕
の

wv

領
域
必
し
宅
常
仁
明
硲
に
分
別
せ
ら
る
h
乙
と
な
く
肱
怖
に
一
な
え
り
、
何
と
な
れ
ば
比
較
的
近
代
に
閥
、
わ
れ
た
る
地
域
の

は
全
く
交
錯
し
て
科
卒
の
境
界
秘
め
て
駿
昧
な
る
乙
と
あ
一
植
民
的
歴
史
は
地
名
の
容
易
に
説
明
す
る
所
な
れ
ば
品
語

λ
ッ
、
余
は
設
仁
歴
史
と
言
語
感
ー
と
郎
総
し
食
ム
ツ
之
鰍
宅
自
か
一
足
に
』
山
口
小
川
を
帯
広
る
地
名
は
第
五
六
世
紀
仁
於
け
る
グ
ル

p
り
多
く
を
諮
る
に
あ
ら
歩
唯
夫
れ
グ
ル
I
グ
氏
の
点
。
円
伸
一
一
マ
シ
穣
挨
椀
民
の
歴
史
的
研
究
に
資
す
る
所
大
な
よ
リ
、
従

ぬ
ふ
与

an伊吋
5
百円

ω
o
n
M
μ
Y
ロ
・
看
守
門
的
n
g
m
g
m
川o
m
n
y
w
広
ω

一
次
の
歴
史
家
本
抵
の
舞
蚤
は
今
や
一
部
言
語
感
者
の
占
領

第
六
容
に
載
せ
大
る
臼

sgω
門仰な
E
R
g
-
ロ・

F
B
B
一
ず
る
所
と
な
れ
る
な

b
、
何
と
な
れ
ば
言
語
締
成
品
ー
は
初

口的

8
8
の
…
部
の
大
意
を
刊
し
て
以
て
か
一
口
話
患
の
歴
史
一
逃
実
路
上
宝
袈
の
部
分
に
し
〈
叉
典
型
的
地
名
に
凡
ら
る

上
に
於
け
る
意
義
の
一
践
を
獄
は
ん
而
己
了
。
山
口
問
を
帯
点
る
校
名
の
行
以
れ
允
る
を
古
代
に
於
て
醤

山
一
一
口
話
路
十
が
伐
往
に
於
て
史
的
梯
究
に
資
し
花
る
所
敢
て
ー
だ
瀬
署
な
る
ρ
も
の
あ
れ
ば
な
ら
、
由
一
口
語
感
者
は
メ
ロ
ピ

y

少
小
な
ん
J

と
一
沼
ふ
可
か
ら
歩
否
、
歴
史
の
絡
闘
に
於
け
る
が
(
足
。

3
4宮
内
山
)
、
カ
ロ
ザ

y
y
(の向円
ogmu¥ア
ギ
ロ
ル

m
幾
多
の
新
柳
究
此
言
語
感
上
の
基
礎
の
よ
に
立
て
ら
れ
柁
:
フ
イ
y
ず
(
〉
∞
ロ

O
H
p
m
C
の
如
を
族
名
の
構
成
と
イ
!
リ

料
開
J

総

.. -11 
fbL 
.-:Jri 
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陪
骨
比oa 

y
グ
ン
〈
円
可
宙
開
。
ロ
)
、
グ
ヅ
フ
イ
Y

グ
y
、

お

skmg)
口
牌
中
に
恐
慌
勝
々
見
る
所
な

b
o
e

の
'
加
を
地
名
の
勝
成

ιは
禁
の
校
本
的
関
係
宏
一
に
す
る
斯
く
列
恕
し
大
る
所
す
べ
て
王
放
の
殺
名
な
p

夕
、
然
活

や
否
や
を
解
決
す
る
の
責
任
含
有
す
る
る
の
な

b
o

，
余
拡
設
に
相
応
の
資
料
を
泉
一
不
し
大
る
表
な
れ
ば
以
〈
胤
ハ

古
代
濁
滋
の
典
型
的
校
名
は
ア
ギ
ロ
ル
ブ
イ
シ
ギ
、
ハ
…
型
的
族
名
が
如
何
仁
高
貴
の
家
絞
殊
仁
王
放
に
限
ら
み
1
3

ヒ
ザ
Y

ず
な
'
O
乙
の
紡
に
闘
し
て
最
古
の
読
轡
乞
供
給
せ
で
や
を
知
可
会
な
ム
リ
、
、
是
れ
い
敢
て
民
族
源
地
務
総
代
に
於
砂
る

る
A
O
N
f
宮
町
立
0
2
5
に
よ
ん
/
て
知
ち
る
、
叉
英
吉
利
の
で
自
由
な
る
濁
逃
人
が
一
の
悶
有
の
放
名
を
有
す
る
一
一
波
仁

(
吋
し
オ
丘
町
)
加
跡
事
詩
よ
1

り
二
一
一
一
玉
、
放
の
典
型
的
族
名
を
得
、
一
一
勝
し

t
Lり
と
の
設
部
と
な
る
宅
の
仁
あ
ち
ゃ
ノ
一
扶
の
者
は

ωも
す
や
グ
ム
シ
ヂ
ず
ス
、
は
レ
ト
リ
ン
ず
ス
王
家
及
び
一
名
の
頭
字
を
等
合
ノ
せ
し
め
，
て
以
て
同
放
の
結
合
を
表
明
せ

間
代
の
ハ
イ
グ
リ
W/-

グ
之
同
談
、
花
る
資
放
な

b
、
叉
同
資
一
ん
と
し

t
b、
例
へ
ば
ヒ
ル
デ
プ
ラ

ν
ド
の
'
古
詩
に
於
け

料
に
ず
抹
ス
キ
ル
ヂ

y
y
ス
王
朝
、
瑞
典
の
ス
キ
ル
プ
イ
一
る
白
色
ぴ
円
山
口
け
出
O
〕け一
σ
3口Y

同
江
口
σ
3
5

の
如
を
叉

y
y
λ
朝
等
の
名
L

注
目
刷
る
、
例
蹴
一
的
の
メ
ロ
ピ

y
y王
朝
一

HLRMW3口
m
g
a
oロ
ロ
ヨ
に
於
け
る
の
日
…

o
p
Q
S仏
仰
げ
門
官
♂

時
代
に
は
来
ゴ
!
ト
人
の
問
仁
中
古
前
方
濁
態
語
の
史
…
…
尚
一
の
O仏
O
B
R
a
u
Q山氏仰げ江口
ω
等
の
如
き
日
沼
山
制
頭
字
等
一
乙
そ

に
ア
〆
ル
シ
グ
ー
税
一
せ
る
王
一
波
あ

b
き
グ
ヱ
ダ
の
古
代
英
一
は
岡
山
仰
の
放
名
を
失
-
ぴ
大
る
場
合
に
於
け
る
同
一
波
打
倒
総
合

問
致
命
更
に
ケ
Y

ト
の
心
ス
キ
シ
ず
λ
朝
撤
ユ
東
ア

y
グ
一
の
有
力
な
る
徴
表
、
北
1
9
し
な
れ
o

リ
ア
の
ウ
ル
プ

4
Y
Y
ス
削
仰
の
名
あ
δ
~
叉
パ
ウ
ル
ス
ヂ
一
尚
是
税
之
エ
ス
リ

Y
グ
シ
、
吋
/
吋
ノ
ト
リ
Y

グ
シ
、
ロ
イ
ト

ア
ゴ
ヌ
ス
〕

VSCMU山μ
n
o
口
伝
の
ラ
ン
プ
バ
ル
ド
史
に
一
フ
一
リ
シ
グ
ン
。
へ
ヒ
リ
ン
グ
ン
、

L

Y
ト
リ
シ
グ

y
、
レ
ヅ

y
ゴ
ル
ド
の
ア
ト
リ
シ
ギ
朝
あ
1
9
、
伎
と
間
代
の
ア

4
，
プ
イ
ン
ゲ
ン
の
如
を
地
名
と
放
名
構
成
と
の
関
係
は
容
易

.

Y

A

L

Y

ト
は
カ
ル
、
大
'
M
W
の
後
夜
間
を
カ
マ
ザ
シ
ず
l
r
;
一
品
ヘ
に
之
を
了
解
し
得
ぺ
し
。
而
宅
決
し
て
此
闘
係
を
偏
重
税

'p、
叉
此
王
族
々
名
の
典
型
は
古
代
ス
カ
三
ナ
ナ
ピ
ア
の
ー
ず
る
乙
と
あ
る
可
か
ら
歩
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地
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グ
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暴
け
る
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知
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り
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可
を
場
合
は
例
外
な
ム
ツ
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側
埼
務
時
代
に
於
け
る
ケ
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マ
シ
の
人
名
中
に
は
、
二
一
語

よ
'
り
成
れ
る
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少
な
か
ら
安
例
へ
ば
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開
問
吋
日
仏
は

ω
目的山

(ω
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之
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仏
口
(
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目
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れ
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等
な
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然
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に
ニ
諮
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成
れ
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人
名
に
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を
而
し
て
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を
帯
広
る
地
名
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め
て

億
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な
y
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、
ワ
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テ
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ス
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ゼ
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、
グ
シ
テ
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ラ
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ヒ
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滅
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